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当ファンドは、2022年10月12日付で信託期間を５年更新し「2028年７月10日まで」に変更予定です。 

 
  

運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「高金利先進国債券オープン（資産成長型）」は、2022年７月11日に第14期の決算を行ないましたので、
期中の運用状況をご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 

信 託 期 間 2008年11月12日から2023年７月10日までです。 

運 用 方 針 

主として、ソブリン債（国債、州政府債、政府保証債、政府機関債、国際機関債などをいいます。）や社債などを主要

投資対象とする投資信託証券（投資信託または外国投資信託の受益証券（振替投資信託受益権を含みます。）および

投資法人または外国投資法人の投資証券をいいます。）の一部、またはすべてに投資を行ない、安定した収益の確保

と信託財産の成長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

「高利回り先進国債券ファンド クラスＡ」受益証券 

「マネー・オープン・マザーファンド」受益証券 

上記の投資信託証券を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

投資信託証券、短期社債等、コマーシャル・ペーパーおよび指定金銭信託以外の有価証券への直接投資は行ないま

せん。 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。 

ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 

 

お 知 ら せ 

＜941050＞ 

高金利先進国債券オープン（資産成長型） 
＜愛称 月桂樹（資産成長型）＞ 

第14期（決算日 2022年７月11日） 
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

10期(2018年７月10日) 16,581 10 △3.5 － 98.8 11,459 

11期(2019年７月10日) 16,680 10 0.7 － 98.8 10,016 

12期(2020年７月10日) 17,228 10 3.3 － 99.0 8,520 

13期(2021年７月12日) 17,944 10 4.2 － 99.0 6,772 

14期(2022年７月11日) 18,169 10 1.3 － 98.9 5,898 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざしているため、適切なベンチマークおよび参考指数はございません。 
    

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2021年７月12日 17,944 － 99.0 

７月末 17,931 △0.1 99.1 

８月末 17,803 △0.8 99.0 

９月末 17,723 △1.2 99.0 

10月末 18,296 2.0 98.9 

11月末 17,485 △2.6 99.0 

12月末 17,990 0.3 98.7 

2022年１月末 17,315 △3.5 98.8 

２月末 17,466 △2.7 99.2 

３月末 18,473 2.9 99.1 

４月末 18,025 0.5 98.8 

５月末 17,903 △0.2 99.1 

６月末 18,153 1.2 98.9 

(期  末)    

2022年７月11日 18,179 1.3 98.9 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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○運用経過 (2021年７月13日～2022年７月11日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2021年７月12日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、世界の主要先進国の債券に実質的に投資を行ない、安定した収益の確保および信託財産の成

長をめざして運用を行なっております。当作成期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・投資債券からのインカム収入を得たこと。 

・投資対象国の通貨が対円で上昇したこと。 

 

＜値下がり要因＞ 

・投資対象国の国債利回りが期間の初めと比べて上昇（債券価格は下落）したこと。 

  

期中の基準価額等の推移 
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（債券市況） 

2021年の夏場には金利が比較的安定して推移したのち、世界の債券市場は再び売り圧力に晒されました。米

国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）のいわゆる「ドットチャート」で、利上げ予想時期の中央値が2022年に前倒

しされたことを受けて、世界の金利は全般的に上昇基調を辿りました。世界のインフレ率も、継続している供

給サイドの問題やコモディティ価格の高騰によって全般的に予想を上回り、米国と欧州の両方においてブレー

クイーブン・インフレ率（市場が予想する期待インフレ率）が急上昇しました。 

2022年の初めは、ロシアのウクライナ侵攻による地政学的リスクの大幅な悪化を受けてコモディティ価格

（特に原油やガスの価格）が高騰し、インフレ見通しがさらに不透明感を増しました。こうした状況下、短期

金利は大半の主要中央銀行が利上げ回数を増やすとの見方を織り込む動きが続き、債券利回りはさらに上昇

しました。地政学的リスクが急速に高まるなかでも、ベータの高い通貨に対するセンチメントは、資源国通貨

を中心として総じて下支えされました。より 近では、10年振りの高水準に達しているインフレや供給サイド

の圧迫継続に加え、世界的な金融引き締めが相まって、近いうちにリセッション（景気後退）入りする確率が

高まっており、それを受けて債券利回りが低下（債券価格は上昇）しました。 

ニュージーランドでは、今や新型コロナウイルス関連の規制の大部分が解除され、経済活動が再び加速し始

めています。サービス業は、制限緩和によって力強い回復が続いていますが、製造業や建設業の見通しは、生

産能力の制約やサプライチェーン（供給網）の混乱を背景にやや複雑な様相を呈しています。労働市場が過熱

しており、失業率は過去 低水準である3.2％へと改善しました。経済の余剰生産能力がほとんどないなか、

労働市場はさらに改善が進むとみられます。こうした状況を踏まえると、ニュージーランド準備銀行が2022年

４月に続いて再び利上げを実施し、政策金利を４月時点の1.5％から0.5％引き上げて２％としたことは意外

ではありません。金融環境のさらなる引き締めが予想されており、フォワードレートの推移からすると政策金

利は 終的に４％を超えると示唆されます。住宅市場の冷え込みが加速し、消費者心理も悪化し始めているこ

とから、景気が想定以上に減速するリスクがますます現実味を帯びてきています。 

オーストラリアでは、発表される経済指標が引き続き、翌日物キャッシュレートの引き上げによる金融緩和

のさらなる巻き戻しを後押しする内容となりました。足元の労働市場関連指標に目を向けると、失業率が3.9％

まで低下しており、2008年以降で労働市場が も逼迫した状態にあることが窺えます。 近発表された2022年

第１四半期の国内総生産（ＧＤＰ）データは、2022年当初からインフレ圧力や賃金上昇の動きがすでに高まっ

ていたことを一段と浮彫にしました。このことは、労働市場がさらに逼迫すれば今後の賃金に一層の上昇圧力

がかかる見込みであり、足元で短期金利市場に織り込まれている積極的な利上げサイクルが正当化される可

能性が高いことを示唆しています。金利上昇局面を受けてすでに住宅市場の動きに多少落ち込みが見られて

おり、2022年６月の住宅価格指数は前月比１％近く低下しました。 

米国の2022年第１四半期のＧＤＰは季節調整後ベースで前期比1.6％減へと下方修正されました。個人消費

が1.8％増へと鈍化する一方、企業の設備投資は５％増と比較的堅調を維持しました。第２四半期の経済活動

は鈍化の兆しが鮮明となっており、消費者は、嵩む出費に対応すべく、2021年３月に実施された1.9兆アメリ

カドルの景気対策によって押し上げられたコロナ禍での蓄えを切り崩しつつあります。2022年５月の実質個

人消費は前月比0.4％減となったことで、第２四半期のＧＤＰがマイナス成長となる可能性が出てきました。

５月の総合消費者物価指数（ＣＰＩ）上昇率は、ガソリン価格の上昇を主因に市場予想を上回る加速を見せ、

前年同月比8.6％となりましたが、コアインフレ率についても減速したものの航空運賃の値上がりを一因に市

場予想を上回る前年同月比6.0％となりました。インフレ圧力の根強さが増しており、より長期的なインフレ

期待もここ数ヵ月で急上昇しているなか、ＦＲＢは６月の会合の直前になって0.50％利上げのフォワード・ガ

投資環境 
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イダンスを撤回し、代わりに0.75％の利上げを実施しました。しかし、ガソリン価格以外においては、需要鈍

化やサプライチェーン修復の兆しが見られ始めており、年後半はよりディスインフレ的な環境になるとみら

れます。ＦＲＢは、失業率の緩やかな上昇を通じたソフトランディングの実現に期待を寄せていますが、経済

指標が発表される度にリセッション入りの可能性が高まっていることから、こうした見方はやや楽観的であ

るようにみられます。 

 

（国内短期金利市況） 

無担保コール翌日物金利は、期間の初めの－0.04％近辺から、日銀によるマイナス金利政策の下でコール市

場でもマイナス圏での取引が続き、－0.01％近辺で期間末を迎えました。 

国庫短期証券（ＴＢ）３ヵ月物金利は、期間の初めの－0.10％近辺から、日銀による国債買入れの継続など

を受けてマイナス圏での推移が続き、－0.15％近辺で期間末を迎えました。 

 

（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）は、下記の推移となりました。 
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（当ファンド） 

当ファンドは、「高利回り先進国債券ファンド クラスＡ」円建受益証券を高位に組み入れ、「マネー・オー

プン・マザーファンド」受益証券への投資を抑制しました。 

 

（高利回り先進国債券ファンド クラスＡ） 

期間中、投資対象国の入替えは行ないませんでした。期間末の投資対象国（通貨ベース）はニュージーラン

ド、オーストラリア、アメリカ、カナダ、ノルウェーの５ヵ国としました。 

2021年には、先進諸国において新型コロナウイルスのワクチン接種が順調に実施されたことや、米国のバイ

デン政権や欧州連合（ＥＵ）による大規模な追加財政出動法案の成立が見込まれることを受けて、世界的な景

気回復や物価上昇の見通しの改善が続き、世界的に金利上昇圧力がかかりました。それを踏まえ、金利上昇加

速を捉えてポートフォリオ・レベルではデュレーション（金利感応度）を短めとすることを選好しました。

イールドカーブ（利回り曲線）のポジショニングについては、ＦＲＢがタカ派（景気に対して強気）姿勢に転

換したことや、金融緩和の巻き戻しが近く見込まれたことを受けて、イールドカーブの２年物と30年物の金利

差に縮小圧力がかかる可能性が高いとみていたところ、実際にそうした動きとなり、その過程で当ファンドの

パフォーマンスにプラスに寄与しました。 

2022年は、主要中央銀行の大半がタカ派的な姿勢を強めたことを受けて、大半の国の金利市場で大幅な利上

げが織り込まれています。当ファンドでは、多くの場合において市場は利上げサイクルを十分に織り込んでい

る可能性があり、とりわけ足元の地政学的な懸念やコモディティ価格の高騰によって世界各国の経済が緩や

かに鈍化する可能性が高まったことから、リスクはこうした高い利上げ期待に実際には届かない方向に傾い

ているとみています。そのため、当ファンドでは金利がここから安定し始めると予想して、戦術的にポート

フォリオのデュレーション・エクスポージャーを引き上げ始めました。 

 

（マネー・オープン・マザーファンド） 

運用の基本方針に従い、国庫短期証券の購入や現先取引、コール・ローンや金銭信託などを通じて、元本の

安全性を重視した運用を行ないました。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 

 
  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第14期 

2021年７月13日～ 
2022年７月11日 

当期分配金 10  

(対基準価額比率) 0.055％ 

 当期の収益 10  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 14,476  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、ファンドの基本方針に則り、「高利回り先進国債券ファンド クラスＡ」円建受益証券を高位に組

み入れ、「マネー・オープン・マザーファンド」受益証券への投資を抑制する方針です。 

 

（高利回り先進国債券ファンド クラスＡ） 

原則として、金利水準や各国のファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）を考慮して投資を行なう方針です。

債券市況、為替市況、各国のファンダメンタルズなどの変化にあわせ、投資比率並びに投資対象国（通貨ベー

ス）およびポートフォリオのデュレーションの変更を柔軟に検討する方針です。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

（マネー・オープン・マザーファンド） 

引き続き、安定した収益の確保をめざして安定運用を行なう方針です。主な投資対象は、わが国の国債およ

び格付の高い公社債とし、それらの現先取引なども活用する方針です。また、コール・ローンや金銭信託など

に投資することもあります。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 

 

 

  

分配金 
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高金利先進国債券オープン（資産成長型）＜愛称 月桂樹（資産成長型）＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2021年７月13日～2022年７月11日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 151  0.842  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 26)  (0.146)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (118)  (0.658)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  7)  (0.038)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 5   0.029   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.004)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） (  4)  (0.025)  印刷費用は、法定開示資料の印刷に係る費用 

 合 計 156   0.871    

期中の平均基準価額は、17,880円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

（注） この他にファンドが投資対象とする投資先においても信託報酬等が発生する場合もあります。 
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高金利先進国債券オープン（資産成長型）＜愛称 月桂樹（資産成長型）＞ 

（参考情報） 

◯経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く。） 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した経費率（年率）は1.37％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 投資先ファンドには運用管理費用以外の費用がある場合がありますが、上記には含まれておりません。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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高金利先進国債券オープン（資産成長型）＜愛称 月桂樹（資産成長型）＞ 

○売買及び取引の状況 (2021年７月13日～2022年７月11日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
高利回り先進国債券ファンド クラスＡ 1,343,769 813,004 1,477,464 918,351  

 
（注） 金額は受け渡し代金。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
マネー・オープン・マザーファンド 61 62 158 160 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2021年７月13日～2022年７月11日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2021年７月13日～2022年７月11日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2021年７月13日～2022年７月11日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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高金利先進国債券オープン（資産成長型）＜愛称 月桂樹（資産成長型）＞ 

○組入資産の明細 (2022年７月11日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

高利回り先進国債券ファンド クラスＡ 10,261,839 10,128,144 5,834,824 98.9 

合 計 10,261,839 10,128,144 5,834,824 98.9 
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・オープン・マザーファンド 674 578 587 
 

（注） 親投資信託の2022年７月11日現在の受益権総口数は、317,094千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年７月11日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 5,834,824 98.4 

マネー・オープン・マザーファンド 587 0.0 

コール・ローン等、その他 95,783 1.6 

投資信託財産総額 5,931,194 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

  

親投資信託残高 



品 名：90002_941050_014_03_高金利先進国債券オープン（資産成長型）_925661.docx 

日 時：2022/8/22 13:21:00 

ページ：11 

 

－ 11 － 

高金利先進国債券オープン（資産成長型）＜愛称 月桂樹（資産成長型）＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年７月11日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 5,931,194,226   

 コール・ローン等 95,782,926   

 投資信託受益証券(評価額) 5,834,824,051   

 マネー・オープン・マザーファンド(評価額) 587,249   

(B) 負債 32,941,294   

 未払収益分配金 3,246,247   

 未払解約金 3,216,199   

 未払信託報酬 24,822,958   

 未払利息 17   

 その他未払費用 1,655,873   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 5,898,252,932   

 元本 3,246,247,702   

 次期繰越損益金 2,652,005,230   

(D) 受益権総口数 3,246,247,702口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 18,169円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は3,774,295,407円、期中追加設定元

本額は253,480,904円、期中一部解約元本額は781,528,609円

です。 

（注） １口当たり純資産額は1.8169円です。 
 

○損益の状況 (2021年７月13日～2022年７月11日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 822,967,369   

 受取配当金 822,978,565   

 支払利息 △       11,196   

(B) 有価証券売買損益 △  691,050,994   

 売買益 70,406,208   

 売買損 △  761,457,202   

(C) 信託報酬等 △   53,873,902   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 78,042,473   

(E) 前期繰越損益金 302,292,248   

(F) 追加信託差損益金 2,274,916,756   

 (配当等相当額) (  1,721,909,155)  

 (売買損益相当額) (    553,007,601)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 2,655,251,477   

(H) 収益分配金 △    3,246,247   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 2,652,005,230   

 追加信託差損益金 2,274,916,756   

 (配当等相当額) (  1,721,909,155)  

 (売買損益相当額) (    553,007,601)  

 分配準備積立金 2,977,687,759   

 繰越損益金 △2,600,599,285   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 
 

（注）分配金の計算過程（2021年７月13日～2022年７月11日）は以下の通りです。 

項 目 
2021年７月13日～ 
2022年７月11日 

a. 配当等収益(経費控除後) 769,093,411円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 1,721,909,155円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 2,211,840,595円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 4,702,843,161円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 14,486円 

g. 分配金 3,246,247円 

h. 分配金(１万口当たり) 10円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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高金利先進国債券オープン（資産成長型）＜愛称 月桂樹（資産成長型）＞ 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2021年７月13日から2022年７月11日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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